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＜連絡事項＞

・なし
＜患者様情報＞
・岡本 将孝様～本日モニター面会実施しています。次回、1/13（木）14：30面会予定です。
　　　　　　　　依頼していた服薬ボードが届いている為、支払い済ませています。

・小田　タネ様～ご家族と施設について話し合いの為日程調整中。ご家族から1/24（月）13：00実施希望の連絡がありました。
・松谷　さと子様～依頼していたシューズが届き、支払いも済ませています。
＜要注目患者様＞
・若沢　理子様～夜間良眠。5：10幻聴の増強を訴え、レボトミン（25）1錠服用。日中は眠気を訴え臥床しているが、食事や入浴などの日課は声掛けにて実施出来ている。午後から幻聴を訴え、頭を掻きむしる行動や、テーブルを叩く粗暴行為見られているが自傷行為はない。頓服の促しにも「絵を描いていると我慢できる」と拒否され、ホールにて絵を描きながら過ごすが、他者の言動に過敏に反応する様子見られている。
・坂本　福子様～昨夜、井上様と口論となった事で不眠訴え22：25エスタゾラム（2）1錠服用。服用後は良眠で経過している。起床後には膝の疼痛訴え、6：50ロキソプロフェン1錠服用。日中には眠気を訴えながらも午睡する様子はなく、プログラムにも自主的に参加する事が出来ている。他者交流みられているが、やや話し掛けの多い様子あり。他者トラブルとなる様子はなく、井上様へも昨日の内容について謝罪している。
・久保　興介様～午後より若沢様への干渉見られており、絵を描いている様子をみて「自分のカンニングだ。自分の真似をしているからライバルだ」と訴え、小声での暴言聞かれている。また、相手を嘲笑する様子も見られ複数の患者様から不愉快だと指摘されているが、行動を改めることが出来ずにいる。引き続き他者との距離感や行動について見守りと介入を要する状態。
・井上　和美様～昨日準夜帯に他者対応をしているスタッフへ、いきなり過去の事を話し始めてきて精神病じゃなく怪我をしてここに入院した事や「腹が減ってよ、寝れない」と訴えあり、スタッフからの確認には「誰がそんな事を言ったじゃ」と口調荒く反論し始め声高になっている。坂本　福子様から「うるさい」と言われると、威嚇し叩こうとする状態見られる。訴えの傾聴に、「腹が減って寝れないし、嗜好品を自己管理したいのによ」と訴え振り返りにも納得せず。
　　　　　　　　今日もスタッフへの対応は穏やかだが、滝田様の姿を見ただけで叫び出す様子見られている。介入にてトラブルはない。

	


＜金Dr診察情報＞

・井上　和美様～おやつを自己管理にして欲しいと要求あり。夜間に摂取して詰まらせた経緯を振り返り、スタッフが確認出来ない場所で摂取する事の危険性を説明。主治医からはスタッフの前で摂取するなら、24時間いつでも可能であることを説明。間食は預かりのままとしている。最近易怒性や易刺激性がみられる事を主治医へ情報提供しているが、処方の変更はない。
	


・坂本　福子様～「また睡魔に襲われているけど、今日は日中は寝ていません」「弟に呆れられているから、法事のことは諦めます」「最近ある患者さんからプロポーズされました。1千万持っているって言われたけど、お金では動きません。でも私が話をしないと寂しそうなんです」等、15分以上話をしており話の切り上げ困難。
主治医からは過去の異性とのトラブルもある為、関係に固着しないよう説明受けている。点眼薬の希望ありヒアルロン酸Ｎａ点眼液処方となる。
・角濱　義弘様～日中に活動したい意欲はあるが、体が付いていかないと訴える。主治医からは薬剤調整で対応可能な問題ではない為、起きる様工夫してタイミングを見て行くしかないことを説明受けている。
処方内容は変更なし。
・小笠原　文人様～腰痛の訴え聞かれているが、フェルビナクスチックは2本持っていると話しがある。そのまま使用するよう説明受けている。
＜小柳Dr診察情報＞
・江刺家　惠子様～パン食の希望聞かれているが、残食がみられている状況では本人の希望する食事形態に変更しない事を説明している。処方変更なし。
・大久保　すい様～排便に関する訴え聞かれ、「毒が入っている」と妄想発言あり。処方内容は変更なく、ピコスルファートナトリウムにて排便調整するよう指示あり。
